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■■ 令和２年 年頭のあいさつ  

熊本子ども囲碁便りをご愛読の皆さま、そして、ご協力とご支援をいただいている多くの皆さま、明けましておめでとうございます。

皆さまには、お健やかに令和の良き新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

さて、昨年は、７月に子ども囲碁交流大会が通算 30 回を迎えました。また、７月下旬には、市役所で第１回熊本上海友

好子ども囲碁交流大会を開催し、言葉が通じないなか囲碁を介して楽しい交流ができました。 

ところで、囲碁が大好きな子ども達は、覚えて数年で上級位に達するなど、上達のスピードには、目を見張るものがあります。特

に、昨年は、肥後碁聖戦等の大人の県大会に参加した小学生が初めて優勝し、子どもの大会でも九州大会の祐徳本因坊戦

で優勝するなど、驚くほどのハイレベルの域に達しています。トーナメント戦を勝ち抜くには、大変な精神力、集中力が必要です。

子ども達は、平素の稽古・練習の中で、緊張を鎮め、平常心で自信を持って対局する術を培っているのでしょう。努力を積み重

ねるその先に、待っている未来が楽しみですね。 

ＮＰＯ法人熊本子ども囲碁普及会は、今年の課題を①囲碁の魅力や楽しさを伝え広める。②囲碁に興味をもってくれる子ど

も達を発掘するとして、今年もワンチームで交流大会等を実施します。 

子ども囲碁交流大会等の運営、囲碁便りの発行等は、皆さまから頂いた貴重な浄財（賛助金）を活用させていただいており

ます。昨年の大会の際には、役員、スタッフの方々は手弁当でお手伝いいただくとともに、保護者の方々からのご協力により、スム

ーズな運営ができました。本当にありがとうございました。今年も多数の方々のご協力ご支援を賜りますようお願い申し上げ、年頭

のあいさつといたします。 

    NPO法人熊本子ども囲碁普及会理事長 福間 喜一郎 

 

■■ 小学生肥後碁聖誕生！！！！！ 

11月 17日に日本棋院熊本県本部で開催された「第 37回肥後碁聖戦」の 

決勝順位戦において、栗山莉一君（砂取小 6年）が優勝し、 

史上最年少 の 小学生肥後碁聖が誕生しました。 
肥後碁聖は肥後本因坊と並ぶ県内の 2大タイトルの 1 つであり、県内のアマチュアトップ棋

士が熊本県のアマチュア No.1のタイトルをかけて争う棋戦です。決勝は笹原康弘六段との対

局となり、中盤までの劣勢も諦めずに終盤の逆転に成功し 74歳の年の差対局を制しました。 

栗山君がタイトルを獲得するまでの棋力を習得するには、多くの時間を囲碁研鑽に充てる必

要があったと思います。「誰よりも囲碁を楽しむ力」が、それを苦にすることなく今回の栄光までを

楽しい道のりにしたのではと感じます。 

 これからも囲碁を楽しみ、その楽しさを周りに伝えて欲しいと思います。おめでとう！   （上村） 

肥後碁聖位の盾を手にした栗山莉一君 
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■■ 第 23回ジュニア本因坊戦九州地区熊本大会 

 

 

１１月１６日（土）熊本市火の君文化センターで、第 23 回ジュニア本因坊戦九州地区熊本大会および第 31 回熊本

子ども囲碁交流大会が開催され、ジュニア本因坊戦に５名・交流大会に８４名が出場。 

強豪との戦いを勝ち抜き國松聡くんがジュニア本因坊地区代表になりました。 

 

「ジュニア本因坊戦」 九州地区代表 

國松 聡（託麻原小５年） 

國松君は３月２１日、２２日に開催される全国大会（東京） 

に出場します。 

 

「交流大会」 全勝者 

國松 慶(託麻原小 2)   吉野 佑(力合さくら幼年長) 

福田悠剛(尾ノ上小 6)   馬場紳輔(尾ノ上小 5)  

田尻迅人(画図小 4)   檜垣奏太(人吉東小 4) 

緒方彩夏(人吉東小 2)   矢裂桃花(宇土中 1)      

宮本優飛(尾ノ上小 4)   島崎理生(錦ケ丘中 1) 

玉田恭一郎(人吉東小 1)   小峯みなみ(清水小 2) 

坂本鼓太郎(ﾙﾝﾋﾞﾆｰ幼年長)  福山恵海(ﾙﾝﾋﾞﾆｰ幼年長) 

■■ 第 24回熊本青少年囲碁の集い 

１２月２２日（日）熊本日日新聞本社で、第 24 回熊本青少年囲碁の集いが開催され、１１６名の小学生から高校

生までが出場しました。 

 

全勝者 

 野村和正(黒髪小 6)  佐々木圭(白川小 1)  上村英太郎(白山小 4)      緒方彩夏(人吉東小 2) 

 髙山水樹(広安小 5)  衛藤力也(月出小 2)    島崎宇未(山ノ内小 4)     金田光佑(桜木小 5) 

 門出栞奈(白山小 4)  荒木利久(一新小 5)   中村俊斗(玉名高附属中 2)  今井一如(玉名高附属中 2) 

 永田将也(玉名高附属中 2) 

 

 

 

  

■■ 第 31回熊本子ども囲碁交流大会 

 

ジュニア本因坊戦九州地区熊本大会決勝の棋譜  結果：黒番勝ち 

黒番：國松聡（託麻原小 5年） 白番：米田伊吹（人吉西小 6年） 

会場の様子 ちびっ子と中学生の真剣対局 全勝者は金メダル 3 勝者は銀メダル 
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■■ 第 9回くらしき吉備真備杯こども棋聖戦全国大会 

             宮 本 将 伍 く ん ベ ス ト ８ 入 り 

 

12月 14日～15日倉敷市民会館で、第 9回くらし

き吉備真備杯こども棋聖戦全国大会が開催され、熊本か

らは高学年の部に宮本将伍君（尾ノ上小 6年）低学

年の部に上村光輝君（人吉東小 3年）が出場しまし

た。 

結果は、上村くんは、予選で 2連勝でしたが惜しくも最

後の 3局目で敗れてしまい、決勝トーナメント進出とはなり

ませんでした。宮本君は、予選を 3連勝で突破、本戦に

出場しベスト８に入りました。 

宮本君は昨年の祐徳本因坊戦の優勝や少年少女囲碁大会においても全国 6位という安定して全国大会で好成績を収め

ており、今後も全国大会で大いに期待できます。今回は残念だった上村君も、囲碁を始めてここまで急速に成長してきた囲碁セ

ンスを持っており、今年から小学生の代表争いに参戦し、活気づけてくれることが期待できます。  （上村） 

  

 

■■ 中国桂林市との囲碁交流 

８月２３・２４日、天草苓北町の社会福祉法人慈永会にて、中国桂林市の子どもたちと囲碁交流が行われました。これは、

同法人（永野義孝理事長）と桂林市の医療交流が文化面・教育面にも広げられ、青少年囲碁交流も定期的に行われてい

るとのことで、桂林市からは９名、九州４県から小中学生１１名が参加しました。 

まず主催者から、勝敗は関係なく、日中の子どもたちの囲碁を通じた交流が目的であるとの説明がありました。国も違い、言葉

も通じないことで、両国の子どもたちは緊張した表情でしたが、お互い握手をし、中国語でじゃんけんをして先番を決め、対局を始

めました。１局目は終始緊張した様子でしたが、２局目以降はお互いにリラックスしてきたように見えました。中国ルールでの地の

数え方など、とても興味深く感じました。対局後には桂林市の子どもが民族舞踊を踊ってくれ、とても可愛らしかったです。 

２日目は、１日目の緊張した感じはなく、初めから楽しんで打っていました。なかなか一緒に遊ぶというところまでは仲良くなれま

せんでしたが、それでも囲碁を通してお互いを認め合っているよ

うでした。最後はみんなで握手をして、別れを惜しみながら帰

路につきました。 

あっという間の２日間でしたが、今回囲碁を通して交流で

きたことは両国の子どもたちにとって、とても素晴らしい経験に

なったと思います。このような機会を与えてくださった関係者の

みなさま、本当にありがとうございました。   

（ 宮本将伍の母 ） 

 

 

宮本将伍君 上村光輝君（写真は夏合宿の時） 

桂林市と熊本の子供達 
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■■ 第 3回全九州高等学校総合文化祭宮崎大会囲碁部門 

 

 

 

 

熊本勢全員の結果をご報告します。 

 

・9路盤個人戦（男子）16人出場                  ・9路盤個人戦（女子）14人出場 

  3位 水谷 勇斗（2年、真和高校） → 全国大会出場      3位 芦田 華（3年、文徳高校） 

 10位 河野 圭悟（2年、マリスト高校）                11位 畑岡 真菜（1年、第二高校） 

 

・19路盤個人戦（男子）24人出場                 ・19路盤個人戦（女子）18人出場 

  7位 水谷 勇斗（2年、真和高校）                  3位 芦田 華（3年、文徳高校） 

  9位 河野 圭悟（2年、マリスト高校）                 9位 畑岡 真菜（1年、第二高校） 

 17位 平山 開土（2年、第二高校） 

 

・19路盤団体戦（男子）16 チーム出場                     

  4位 熊本学園大学付属高校 → 全国大会出場          9位 熊本高校 

      主将：吉田薫(1年）                主将：渡邊行洋(1年) 

副将：本田祥太郎(1年)                                副将：田浦昇英(1年) 

三将：田上貴大(1年)                           三将：南健斗(2年)） 

全国大会は 3月 21日（団体戦）、22日（個人戦）の日程で、大阪の大阪商業大学で行われます。 

 

■■ 石倉昇プロ囲碁入門授業 

11 月 19・20 日玉名高等学校附属中学校で、石倉昇プロ（日本棋院九段）による中学 1 年生全員参加の囲碁入門

授業が行われ、総勢 80名の生徒が授業を受けました。 

 石倉プロによる囲碁入門授業は、約半年前に附属中学校の副校長が発起人となり計画されました。 

 以前副校長が宇土中学校に赴任されていた頃、石倉プロの囲碁入門授業に感銘を受け、子どもの知性の育成に非常に良い

と考えられ実施となりました。石倉プロをお呼びする前に、化学部の生徒を中心に囲碁入門授業でのアシスタントが出来るレベル

まで成長できるよう、地域の囲碁指導者協力のもと準備を進めました。5 名ほどのアシスタントが育ち当日は華を添えてくれました。

将来は囲碁部をつくりたいとの展望もあるようです。 

 入門授業は2日間にわたって行われ、１日目は囲碁の歴史、君子のたしなみである「琴棋書画」の話や東京大学での囲碁講

座の様子などを語り、囲碁ルールの基本的なことも教えてくださいました。 

 ２日目は「決め打ち碁」を中心に、終局までいかに導けるかを目標に授業されました。生徒たちは吞み込みが早く、男女問わず

皆楽しんで対局し、とても有意義な授業になったと感じました。 

 附属中学校では、引き続き囲碁部誕生と団体戦出場を目標に、地域の囲碁指導者と協力しながら週２で練習を重ね、今

後、交流大会にも腕試しに出場してくると思います。新しいライバルたちに負けないよう、皆様も日々精進してください。 

                                                          （熊本西教室 板井太志） 

■■第 34回全九州高等学校囲碁選手権宮崎大会 

■■第 14回全国高等学校選抜囲碁大会九州ブロック大会 
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■■ 上通子ども囲碁教室閉室のお知らせ 

2014年２月５日、上通子ども囲碁教室を上通並木坂にオープンしました。当初、生徒

が１０名でも来てくれたらいいかなと考えていました。しかし、2019 年 10 月末閉室時点で

は、教室の立地も幸いしたのか生徒数は 40 名に迫るまでになっていました。過ぎた 6 年弱

の月日はあっという間のことでしたが、それはまさに自分の人生のハーベストタイムでした。子供

たちと接することでこんなに心豊かになれるなんて思いもしないことでした。子どもたちは可能性

の塊だと実感しました。“子どもはみな天才である”という言葉の意味がよく分かりました。そし

て、多くの保護者の方々と知己になれたことも自分の生活に彩りを添えてくれました。 

大半の生徒たちは「水道町今村教室」に移って、現在も元気よく囲碁の練習に勤しんでいま

す。私も週 3回はボランティアとして顔を出し、共に囲碁の練習をしています。 

熊本子ども囲碁普及会関係者の皆様には大変お世話になりました。また、生徒たちと保護

者の皆様にも心より感謝いたします。今後も微力ながら子ども囲碁普及に携わって参ります

ので引き続きご指導とご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

   （上通子ども囲碁教室 芦田司） 

■■ 水道町今村教室開講のご挨拶 

芦田さんが健康上の理由で「上通子ども囲碁教室」を閉鎖されることになり、後を引き継ぐことに

なりました。私は子どもたちを団体でお預かりする経験がなく、不安もありましたが、芦田さんはじめ

多くの支援の声もあり引き受けました。 

教室を 11 月からスタートし、どうすれば子どもたちに楽しく取り組んでもらえるか模索しているとこ

ろですが、今は先生方のご協力により主に指導碁を行っています。 

11 月 16 日開催された交流大会後、みんなのやる気もグッと上がってきたように感じられて頼も

しく思います。今回の大会では、今村教室の成績は全体的には振るいませんでしたが、次の大会

ではいい結果が期待できそうです。 

「楽しい教室」をモットーにして運営していきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。                        （水道町今村教室代表 今村敬二） 

旧教室の前で・・・芦田さん 

大会の審判長を務める 

今村敬二 名誉肥後本因坊 

石倉プロによる授業風景 先生やアシスタントと 
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■■ 令和元年の囲碁界を振り返る 

令和元年の囲碁界を振り返ると、プロでは 1 昨年まで「井山裕太 7 冠の牙城を崩すのは誰か？」といった状況から一変し、7

冠中 4 冠が他の棋士に移った。中でも、若干 19 歳芝野虎丸九段の活躍は目覚ましく、名人位、王座位と瞬く間に 2 冠を奪

冠した。十段位は村川大介九段、碁聖は羽根直樹九段がそれぞれ奪冠。現在、天元戦 5 番勝負で挑戦者の許可元八段が

2勝 2 敗と奮闘中であり今後が見逃せない。一方で女流若手棋士の活躍も目立った。上野三段の全棋士参戦での流星戦準

優勝、女流棋聖、女流本因坊の 2 冠獲得、女流名人、女流立葵杯、扇興杯三冠の藤沢里菜四段の活躍は突出していた。

また 10 歳でプロ入り最年少記録を樹立した仲邑菫初段の活躍も目を見張るものがあった。今日迄の公式戦成績が 14 勝 5

敗で今後が益々楽しみである。 

アマチュアの県内では、内田直也さんが肥後本因坊戦で防衛、通算７期の名誉本因坊位を獲得された。昨年の名誉肥後

碁聖位獲得に続く快挙でした。 

小中学生棋士達の著しい成長、台頭も目を見張るものがあった。2月の「ボンド杯争奪戦第 22回全日本こども囲碁チャンピ

オン戦熊本大会」では小学生の部で國松聡君、中学生の部で廣末直大君が優勝。８月の「第 47 回熊本県最強位戦」では

國松聡君が優勝。９月の「第 56 回しんぶん赤旗全国囲碁大会熊本大会」でも並いる強豪相手に優勝、熊本県代表になっ

た。11 月には栗山莉一君が「第 37 期肥後碁聖戦」で 11 歳の最年少タイトル獲得の快挙を達成。私も前日の「熊本子ども

囲碁交流大会」で会った時に「明日はおじちゃんの作った「蘇れ！火の国」の T シャツを着て臨みます」と言ってくれた莉一君を応

援にと、大会当日日本棋院県本部に足を運び観戦させて頂いた。他にも「第 68回祐徳本因坊戦」で優勝した宮本将伍君、8

月の「第 40 回文部科学大臣杯少年少女囲碁大会」個人戦でも全国 6 位入賞を果たした。9 月の「第３回全九州高等学

校総合文化祭囲碁部門熊本県大会」「第 34 回全九州高等学校囲碁選手権熊本大会」では団体戦で熊本高校が優勝、

熊本学園付属高校が準優勝、個人戦は男子の部水谷勇斗君、女子の部芦田華さんが優勝した。熊本子ども囲碁普及会の

役員の皆さんや各教室の先生方、生徒さん達の永年に亘る日々の努力がこの様な形で、実を結んでいるのを目の当たりにしま

すと本当に嬉しくなります。皆様のご健勝と今後益々のご発展を祈念申し上げます。 

熊本子ども囲碁普及会監事 後藤 渉 

 

■■ お知らせ 

全日本子ども囲碁チャンピオン戦熊本地区予選 

日  時：2月 15日（土）受付 9:00～ 

場  所：火の君文化センター 

参加費： 500円 

申込先：各教室、一般の方は事務局まで 

 申込期限：１月３１日（金） 

 

第３２回熊本子ども囲碁交流大会 

日  時：2月 15日（土）受付 9:00～ 

場  所：火の君文化センター 

参加費： 無料 

申込先：各教室、一般の方は事務局まで 

 申込期限：１月３１日（金） 

 

 

第 8回にんじんの里交流囲碁大会 

日  時：3月 29日（日） 

場  所：菊陽町杉並後援管理センター 

参加費： 1800円（団体戦、個人戦、弁当お茶込） 

       個人戦、団体戦のみの場合は 1200円 

申込先：菊陽町囲碁振興会事務局 

       TEL:090-8419-6329（西嶋） 

 申込期限：2月初旬 

 

熊本子ども囲碁研鑽会 

日  時：1月 25日（土）10:0０～12:0０ 

   2月 29日（土）10:0０～12:0０ 

   3月 28日（土）10:0０～12:0０ 

対  象：県内在住の小中学生（5級以上） 

場  所：熊本西囲碁教室 

参加費：500円 

申込先：熊本西囲碁教室（板井）090-6779-5250 
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■■ 2020囲碁大会予定 

月 日 曜日 行 事 名 主 催 会 場 

2 2 日 第６７回肥後本因坊戦（熊本市） 熊日新聞社 熊日新聞社 

2 15 土 全日本子ども囲碁チャンピオン戦熊本地区予選 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

〃 〃 〃 第３２回熊本子ども囲碁交流大会 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

2 23 日 第３４回ＲＫＫ杯争奪戦 ＲＫＫ 日本棋院熊本県本部 

3 29 日 第 8回にんじんの里交流囲碁大会 菊陽町囲碁振興会 菊陽町杉並公園管理センター 

4 5 日 第６９回祐徳本因坊県予選 西日本新聞社 日本棋院熊本県本部 

4 12 日 第３３回熊本子ども囲碁交流大会 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

〃 〃 〃 第１７回小中学校囲碁団体予選 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

4 26 日 第４１回少年少女囲碁大会県予選 熊日新聞社 熊日新聞社 

〃 〃 〃 段級位認定戦 熊日新聞社 熊日新聞社 

7 26 日 第３４回熊本子ども囲碁交流大会 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

8 2 日 第８回ＲＫＫ少年少女囲碁将棋大会 ＲＫＫ 県民交流館パレア 

10 18 日 吉備真備杯こども棋聖戦県予選 熊本子ども囲碁普及会 水道町今村教室 

11 8 日 第３８回肥後碁聖戦予選 熊日新聞社 日本棋院熊本県本部 

11 14 土 第３5回熊本子ども囲碁交流大会 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

〃 〃 〃 ジュニア本因坊戦熊本地区予選 熊本子ども囲碁普及会 火の君文化センター 

12 20 日 第２５回熊日青少年囲碁の集い 熊日新聞社 熊日新聞社 

 

※ 上記は、2020/1/10時点の予定であり、変更される可能性があります。 

変更の際は、ホームページおよび教室を通じて周知致します。 

 

 

※ お知らせは、ホームページにも公開しているので、ご確認ください。 

ホームページでは、本誌およびバックナンバーもカラーで見ることができます。 

アクセスは、「熊本子ども囲碁普及会」で検索してください。 

（ URL:http://www6.plala.or.jp/kumamoto/ ） 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜編集後記＞  

昨年、昔流行したマンガ「ヒカルの碁」を読んだことがキッカケで囲碁に興味を持ち、囲碁教室に通い始めた高校生がいます。持ち前の人間性からか小学生と上手く付

き合いながら楽しく囲碁を打っている姿は、とても微笑ましくて良い光景です。世代を越えた交流は互いに良い影響を与え合えます。囲碁はその手段として最適なゲーム

なのかもしれません。 まだ囲碁を始めていない社会人の方も子どもたちや高齢の方と一緒に囲碁を楽しんでみませんか？（上村） 

http://www6.plala.or.jp/kumamoto/
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■■ 会員一覧   

 主旨に賛同いただき、賛助会員として継続を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

＜法人会員＞ 

熊本電気鉄道（株）・（株）セーフティガード ・ ルンビニー幼稚園 ・（株）熊本放送ＲＫＫカルチャーセンター・ 

（有）草野企画 ・ 広瀬ヴァイオリンスクール・（税）岩本・神毛会計事務所 

＜個人会員＞ 

芦田司・池田篤郎・石塚正司・磯谷重和・市来信子・上野剛彦・大河内俊子・奥薗惣幸・奥村拓司・片岡不可止・鎌田聡・

川口雄一・駒崎照雄・河原田隆・倉田千佳子・桑原五夫・五師㓛仁・坂口信春・ 坂口仁寿・坂田敏昭・坂田祇彦・ 

定永道明・佐村雄二・志垣裕二・下地明友・下地君代・ジャイルス仁美・新道哲也・瀬口良三郎・副島真一郎・竹屋純子・ 

田口信夫・田坂照夫・鶴山繁實・寺本博明・徳尾芳道・ 徳尾幸子・鳥井郁代・長田幸基・ 中野昭二・中村寛・中拂達 

永野昭人・西山浩介・ 西山育子・野村英生・ 野崎照・平山博子・福間喜一郎・藤川雅朗・ 藤﨑幸次郎・松尾孝 

松岡俊夫・宮川秀樹・宮本典明・毛利秀士・ 森俊博・安川俊文・安田節爾・八塚敬子・吉永茂・ （敬称略） 

 

■■ 各地の教室・・・（アイウエオ順） 

○ 囲碁サロン三連星☆ （熊本市中央区渡鹿 090-1362-5308） 

○ 一新こども囲碁教室 （熊本市中央区新町 096-352-7639） 

○ 尾ノ上コミュニティセンターこども教室  （熊本市東区尾ノ上 096-340-8731） 

○ おやこ囲碁交流会 （熊本市南区出仲間 080-3376-0407） 

○ 京塚子ども囲碁教室 （熊本市東区京塚 096-383-5492） 

○ 熊本母と子の囲碁教室 （熊本市東区下江津 096-370-2263） 

○ 熊本西囲碁教室 （熊本市西区城山大塘 090-6779-5250） 

○ 佐土原子ども教室 （熊本市東区佐土原 096-367-1707） 

○ 城南こども囲碁教室 （熊本市南区城南町阿高 779-14 0964-27-7505） 

○ 水道町今村教室（熊本県熊本市中央区水道町９－２５片岡ビル５Ｆ 090-8629-6103 ・080-1737-9298） 

○ 日本棋院玉名支部教室 （玉名市岩崎 0968-74-4968 ） 

○ 日本棋院人吉球磨支部教室 （人吉市城本町 0966-28-3111） 

○ ヒカルの碁スクール「阿蘇」 （阿蘇市一の宮町宮地 050-3481-7045） 

○ 松尾東子ども囲碁教室 （熊本市西区上松尾 096-329-6951） 

○ 武蔵ヶ丘コミセン子ども囲碁教室 （菊池郡菊陽町光の森 1丁目 3517番地 3 096-232-5697） 


